
の図書見本市に参加した。

18）　出版文化賞

　幾つかの政府主催の国民賞が，例えば文

学，論文，歴史，医学等の分野にある。最

も重要なものは，

「文化奨励賞全国コンクール」（Concurso

Naciohal　de　Premios　de　Fomento　a　la

Cultura）であり，18の部門に分れている。

その他「ホセ・マリア・アルゲダス小説コ

ンクール」（隔年）（（）oncurso　Bienal　de

Novela　Jos6　Marfa　Arguedas）、及び「一

般小説コンクール」（隔年）（Concurso

Bienal　de　Novela　Universo）がある。

19）書　　評

　技術瓦び専門雑誌は別としてリマの二つ

の主要新聞，『ラ・プレンサ』とrエル・

コメルシオ』が，とくに日曜版で書評の欄

を定期に設けている。この図書欄は地方の

書籍挿め広告ものせている。同様に『カレ

タス』や『オイガ』のような雑誌が図書の

欄を設けている。

　　　　　（みたに・ひろし　南山大学）

回外の寄贈本

　森鴎外の自筆識語を持つ『招月亭詩鋤』

写本1冊が，当館にある。’この本の巻首に

「大正6．4．2，寄贈」の紫印が捺されてい

「るので，彫れかの寄贈本であることは，た

しかであるが，鴎外自身であるのか，他の

人であるのか，気にかxりながら20年余り

一が過ぎた。

　　　　　　へ　近時鴎外の書簡を読んで行くうちに，こ

の写本が鴎外自身の寄贈であることを，』ゆ

．くりなくも知った。そして，巻首右下に

　「小野節氏⊥とある鴎外ならざる墨書の意

・味も推測することができた。ここに，図書

’館史の一節として披露しておきたい。

　鴎外の識語は，次の如くである。

　　大正望月三月中毎年獲之　源高湛圃

∴印は，「千朶山房記」と，三行の朱方印で
ttt

?驕B口強は，大正6年である。

　小野節あて鴎外の書簡は8通及び死後小

野家へ送った弔文1通が知られている。う

ち4通は雑誌『鴎外』4号に，のこりは，1

雑誌『国文学』16巻6号に紹介されたが，

後者は全集未収載である。、

　後者のうちの大正6年3月21日の書簡に

は，当館の寄贈写本についての説明があ

り，刊本恵与を希望している。刊本は上下

2冊，天保12年の出版で，山陽の序，杏坪

の賊があり，欄外に茶山，杏坪，山陽，小

竹，松陰の詩を収めてあるρ写本は評と賊

とを省いている。ちなみに，嘉永3年に，

r三三斎叉鋤』（3冊）’と改題出版されて

いる。この本は小野家の蔵品で，京都の近

江屋佐太郎に出版させていたことが，両刊

本の回附から推定される。

　鴎外は3月16日の手紙で，写本入手を報

告してし）る。

　頃日泉蔵様詩集ノ写本手二輪レ閲読仕

　候。実二尊重ろベキ人物・F奉存候。右集

　ハ頗ル高価ノモノナリシヲ買註説。刊本

　有之候モノニや奉伺候

　この鴎外の問に対して，小野節は刊本の

所持と写本の内容について答えたものと思

う。

　　　　　　　　（71ページへ続く）
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コレクションのすべてを内容的に把握し，

．物理的に維持，管理していくことの困難さ

が頭塗掠め，また1人のレプァレシス・ラ

イブラリアンのカー“’・一一できる守備範囲に対，

する不安が頸から離れなかった。それは，

資料を持ちながらも，結局は，専門分野の

閲覧案へ案内してしまうのではないかとy

う，’もどかしきと不安である。

　また，たとえぽ，メイン・リ」ディング

ルームに置かれた，日本に関する参考図書

を調べてみた臨経済・産業関係のダ4レ

クトリー，統計などの継続物は，新しい版

が揃っているものの，語学辞典類は，数も

少なく版も古い。特に，日本・日本研究に

関する書誌類は予想外に少なかった。・一方

忙主題別閲覧室を持ちながら，それらをも

含んだ“2エネラル”なコレクションを作

ろうとする時の基準，範囲の難しさなどを

改めて考えさせられた。

　メイン・リーディングルームのレファレ

ンス・コレクションは，これからも世界一

であり続けるだろう。しかし，’そめ性格は

時代の要請により，少しつつ変わって行か

ざるをえない。各主題別閲覧室のレファレ

ンス・コレクションの強化と，社会科学閲

覧室の出現により，’このレファレンス・コ

レクションが，・今後，その“ジェネラル”

に，どのような方向付けを与えていくのか

は興味深いと．ころである。

　　〔付記〕　』　　　　　、　’　　　　．

　“パフォーミング・ア「・ツ閲覧室の試み”

　これまで，音楽，映画・ITV，放送・’録

音の各部は，’ 蜻阯ﾌ域を共有しながら，そ

のユレクションは資料形態で分けられ，そ

’れそれ独自の閲覧室のもとで発展してき

た6このため「“ミュージカル・thメディ”

などのテーマを研究する利用者ぽ，関連資

料を求めて，回れらの閲覧室を渡り歩かね

ぽならなかった。しかし，今，“資料形態

ではなく，t．研究主題が王様である’1との利

用者優先の思想から，音楽，劇場，映画，

ダンスに関する資料が一ヵ所に集められ，

新館に“パフォーミング・アーツ閲覧室”

として実現されようとしている。・

（ちよ・ゆり　当館派遣職員r在ワシントン）

　（27ページより続く）　　幽．　　　　　層「t

　日記を見ると，大正6年’3月1日に文行　．，　に妻・茉莉＋e杏奴と上野の山に遊んでいる

堂を訪れている。ここで購求したのではあ　　　記事が出ている。’寄贈願の日は2日とした

るまいか。しかし，写：本には，浅倉屋の大・　　のではなかったか。当然，鴎外自身の寄贈

正3年の符丁が書かれており」本の流れが　　『願の存在有無ということになるが，そこま

知られる。　　　　1　　　　　　　　　　　　では調べてない。・

　鴎外は，3月25月に刊本恵与の謝礼を述　．　　小野節は長尾村（現倉敷市内）の大地主

べるとともに，図書館寄贈の件を承知した　　　で，井上三三を通じて和歌をよみ，やがて’

こと，ま牟京都府立図書館への寄贈を勧一　鴎外と交を持ち，『しがらみ草紙血にも，

め，当時図書館司書であった弟潤三郎（間　・．その詠歌が収載されている。　r伊沢三軒』

もなく辞職した）を紹介している手紙を認　　　『中に，節の先祖である詩集の作者泉蔵が登

め，4月10日に架蔵写本を上野の図書館へ　　・場している。頼山陽は，この小野家に泊づ

小野節の名で寄贈したことを報告した手紙　一’たこと’もある。

を書いている。日認を検す一るに，4月、，3N．．．．＿∴　　tt、．　’　一（人文謬　朝倉治彦）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一71幽一「
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